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進 士 3 3 3 9
挙 人 3 3 1 7
貢 生





附貢生 1 1 2
貢 生 1 1
監 生
国学生（※1） 30 8 1 3 3 4 49
53増監生 1 1
附監生 2 1 3
生 員
廩膳生（※2） 1 2 1 1 5
34
増 生 2 1 3
優附生 1 1
庠 生 2 12 3 4 1 3 25
その他 舞生 1 1 1
学位保有者 0 3 3 57 23 1 9 1 4 8 3 112






















































































































































































































一 品 1 1
3二 品 0
三 品 1 1 2
中層
四 品 5 2 7
42
五 品 8 5 1 14
六 品 1 8 3 1 13
七 品 1 5 1 1 8
下層
八 品 4 4 1 1 1 11
32九 品 9 4 2 2 17
未入流・書吏 1 1 1 1 4
官位保有者 0 0 3 41 20 0 4 2 1 6 0 77



























層 人数 官位 人数
学位保有者 学位非保有者
進士 挙人 貢生 監生 生員 合計 難蔭 その他 合計
上層 3
一 品 1 1 1
3
0
0二 品 0 0 0
三 品 2 1 1 2 0
中層 42




五 品 14 3 1 6 10 1 3 4
六 品 13 1 1 3 4 9 4 4
七 品 8 1 4 1 1 7 1 1
下層 32
八 品 11 1 3 2 6
12
5 5
20九 品 17 4 4 13 13
未入流・書吏 4 2 2 2 2































































































































































































































































































































番号 家系 世 生年 西暦 名 学位 最高官位
























2） 殿公 27 康煕22 1683 趙 邑庠生・入監
両浙江南都転運塩使司兼管浙江清軍
駅伝水利副使道加三級（従3）




4） 太原公 26 康煕3 1664 趙鳳詔 康煕戊辰科進士 太原府知府（従4）
5） 殿公 28 雍正1 1723 趙縄男 貢生 刑部福建司郎中截取知府（従4）
6） 殿公 30 乾隆33 1768 趙学轍 嘉慶己未科進士
浙江湖州府知府歴署温州台州府知府
杭嘉湖兵備道温處兵備道（従4）
7） 殿公 31 嘉慶9 1804 趙京錫 附監生
候昇同知直隷州知州賞加運同銜（従
4）

































13） 太原公 29 乾隆42 1777 趙鍾彦 嘉慶戊辰科進士
湖北水県知県署均州知州（正7），
奉直大夫（従5）




15） 念普公 30 道光9 1829 趙祖賢
議叙授浙江台州府経歴候補通判加塩
提挙銜（従5）
16） 殿公 31 嘉慶20 1815 趙弁英 国学生
軍功保挙欽賜五品頂帯並賞戴藍
（5）
17） 殿公 31 嘉慶10 1805 趙振祚 道光乙未進士
詹事府左春坊左賛善欽加翰林院侍読
銜充本衙門文国史館纂修（従5）
18） 殿公 31 道光9 1829 趙振紀 国学生
軍功保挙候補通判昇用同知分発直隷
（正5）
19） 太原公 31 道光12 1832 趙烈文 国学生
保挙人材…易州直隷州知州賞戴花
（正5）
20） 太原公 31 道光6 1826 趙国培
河南候補知県補缺後以直隷州知州補
用賞加同知銜，賞戴花（正5）
21） 太原公 31 道光17 1837 趙豫培 河南候補知県欽加同知銜（正5）
22） 殿公 32 道光23 1843 趙文炳 国学生 議敍五品銜布政使司理問（5）
23） 殿公 32 道光23 1843 趙国祥 国学生 議敍五品銜候選県丞（5）



























































25） 入城六房 24 明万暦24 1596 趙継鼎 崇禎庚辰科進士 兵部車駕司主事（正6）
26） 念普公 26 康煕41 1702 趙彭詔 国学生 候選直隷州州同（従6）




28） 太原公 28 乾隆3 1738 趙 歳貢生 候選訓導（従8），儒林郎（従6）
29） 殿	公 29 乾隆25 1760 趙桓玉 国適
ママ
生 候選州同（従6）
30） 殿	公 30 乾隆30 1765 趙学濂 八達州同知（従6）
31） 太原公 30 嘉慶10 1805 趙献誠 雲南布政司経歴（従6）












35） 殿	公 31 嘉慶18 1813 趙振 国学生
議敍浙江候補府経歴布政司理問銜
（従6）
36） 殿	公 31 道光1 1821 趙振綱
議敍候選主簿・軍功保挙六品頂戴
（6）























38） 入城六房 25 康煕2 1663 趙申季 康煕丁丑科進士 翰林院編修（正7）
39） 中書公 26 康煕10 1671 趙鯉詔 康煕戊子科挙人 候補内閣中書（従7）













































47） 企清公 29 ？ ？ 趙溶先 候選県丞（正8）
48） 殿公 30 乾隆44 1779 趙学彭 庠生 河南候補県丞（正8）
49） 太原公 30 道光10 1830 趙廷堯 国学生 軍功保挙候選県丞（正8）
50） 太原公 31 嘉慶24 1819 趙徳培 候選県丞（正8）
51） 太原公 31 道光13 1833 趙蔭培 安徽試用県丞（正8）
52） 太原公 31 道光20 1840 趙宋培 山東試用府経歴（正8）
53） 念普公 31 咸豊3 1853 趙宗俊 国学生 議叙浙江候補府経歴（正8）
54） 殿公 32 道光14 1834 趙興藻
議敍県丞分発直隷補保定府清苑県管
河県丞（正8）
55） 殿公 32 咸豊1 1851 趙国藩 国学生 議敍府経歴分発浙江（正8）




















57） 殿公 28 康煕59 1720 趙覲男 国学生 候選翰林院待詔（従9）
58） 中書公 28 乾隆3 1738 趙裕男 恩錫
ママ
従九品銜（従9）
59） 念普公 28 乾隆27 1762 趙耀春
国史監供事議叙選授山西安府城
県石城里巡検（従9）






61） 殿公 29 乾隆6 1741 趙韋玉 広東三水司巡検（従9）
62） 殿公 29 乾隆12 1747 趙汝梅 国学生 考授主簿（正9）
63） 太原公 29 乾隆14 1749 趙頴発 議叙候選従九品（従9）
64） 殿公 30 乾隆28 1763 趙学琦 候選従九品（従9）
65） 殿公 30 乾隆57 1792 趙 国学生 候選州吏目（従9）
66） 中書公 30 乾隆50 1785 趙学海 議叙候補従九品（従9）
67） 殿公 31 嘉慶18 1813 趙嘉達 候選従九品（従9）
68） 殿公 31 嘉慶17 1812 趙廷緯 議敍国子監典籍（従9）
69） 殿公 31 道光8 1828 趙振祺 国学生 議敍従九品（従9）
70） 太原公 31 嘉慶19 1814 趙夢麟 山西絳州直隷州吏目（従9）





72） 太原公 31 道光16 1836 趙植培 候選従九品（従9）






























74） 企清公 28 雍正11 1733 趙紹曾 議叙選授浙江義烏県典史（未入流）
75） 中書公 29 乾隆40 1775 趙鳴玉 吏員考取供事（書吏）
76） 殿公 30 乾隆46 1781 趙鋭 国学生 候選典史（未入流）
77） 念普公 31 咸豊1 1851 趙宗仁 国学生 議叙浙江候補典史（未入流）
～についての説明。
① 各官職については，初出の部分で説明する。
② （ ）内の頁数は，朱金甫・張書才主編，李国栄副主編『清代典章制度辞典』（中国人民大学出版
社，2011年）のものである。
③ 事項によって説明の詳細度は不均等だが，実態を理解するのに役立つ情報がある場合は，なるべ
く記入するようにした。
康煕3年に湖広省が湖北・湖南両省に分かれたとき，長沙に移駐した。雍正2年に湖南巡
撫と改名された113。「都察院左都御史（従一品）」は都察院の主官であり，官吏の職責を調
査［察核］し，綱紀をいましめる［振飭］ことを職掌としていた（154頁）。「尚書」（従
一品）は中央部院の長官である（378頁）。「銭法堂」は貨幣鋳造政令を掌管する機構で，
戸部・工部それぞれに設けられ，満・漢右侍郎各1人がこれを率いた（578頁）が，趙申
喬の場合は尚書であった。「総裁」は会試の主考官，「主考」は郷試を主宰するもので，正
と副があった（521，186187頁）。「読巻」とは殿試の答案を読んで評定することであり，
勅命で指名された大臣がこれにあたった（603頁）。
 皇帝の身辺に派遣されて［差使］仕事をする［供奔走］ことを「供奉」といい，たとえ
ば康煕帝にときに設けられた「南書房」で当直勤務［入値］する者は「内廷供奉」と呼ば
れた（387頁）。「知州」は直隷州あるいは散州114の長官である。「直隷州」は府に相当し，
その知州は正五品，「散州」は県に相当するが県よりやや地位が高く，その知州は従五品
であった（390頁）。「同知」（正五品）は知府の補佐官で，定員はなかった。府属の糧塩・
督捕・江海防務・河工水利・清軍理事・各族民人の撫綏などの職を，通判と分担した。光
緒12年まで，全国に110人の府同知がいた（236頁）。「浙江按察使司副使分巡寧紹台道」
は少し複雑である。清初には，布政使司と按察使司には正・副官が置かれていた。まもな
く布政使左・右参議が置かれ，これは「守道」，按察使副使・僉事は「巡道」とされた。
順治16年に各道は布・按二司の銜（「相当官」を意味する）を兼帯することになった。康
煕6年に，昇補される前職によって，それぞれ呼び名を異にするようになった。すなわち，
京堂などの官から補授されたものは「参政道」，掌印給事中・知府から補授されたものは
「副使道」（趙はこれに該当する），科道から補授されたものは「参議道」，郎中・員外
郎・主事・同知から補授されたものは「僉事道」であり，守道も巡道も共通であった。乾
隆18年に，参政・参議・副使・僉事などの銜は廃され，初制では「参政道」は従三品，
「副使道」は正四品，「参議道」は従四品，「僉事道」は正五品であったものを，すべて正
四品とした115。「寧紹台道」とは，分巡道の一つである116。「分守道」は各省の布政使によっ
て一定の府州地区に配備［派駐］されるもので，一般には3～4の府州を担当した。「分巡
道」は各省の按察使によって派遣され，一定の府州地区を巡回する［分巡］もので，一般
に3～4の府州を担当した。いずれも実際には督撫以下，府以上の地方行政長官となった
（106頁）。
「両浙江南都転運塩使司」については，『清史稿』では，「都転塩運使司塩運使，従三品。
奉天，直隷，山東，両淮，両浙，広東，四川各一人。…運使は，場民の生計・商民の利息
［行息］・水陸輸送［輓運］を督察し，道里を計り，往来を時し，貴賤を平し，もって塩政
に従わせる［聴］」117と説明されている。「両浙都転運塩使司」に，なぜ「江南」という語
が入るのかについては，趙の「伝」のなかの「両浙都転塩運使司塩運使［浙］に任
命され，江蘇四府を管轄することになった」（乾隆丙辰博学宏詞文淵閣大学士・劉綸「故
共立 国際研究 第31号（2014）
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浙江塩駅道副使趙公墓誌銘」巻十五，世編第五，16頁）という記述がこれに該当すると
考えられる。『清史稿』には沿革として，「都転塩運使を置く。…両淮，両浙，康煕49年，
駅塩道に改める。乾隆58年，故に復する」118と書かれているが，それが「兼管浙江清軍駅
伝水利副使道」119の部分に関わると考えられる。「加三級」というのは「議叙」による。
「議叙」には「記録」と「加級」があり，「記録一次」から「記録三次」までがあり，その
上が「加一級」，また「加一級記録一次」とつづき，「加三級」まで全部で12等があった
（191頁）。「政績あるいは功績によって，交部議叙を経て，昇遷を待つ官員の候選・候補
の班次。また議叙を経て選昇を待つ人員」（191頁）を「議叙班」という。
 「兵備道」は道員（正四品）の一種であり，重要な地方で，「分守道」および「分巡道」
に兵備銜を加え，所轄域内の都司・守備・千総・把総などの武官およびその所属軍隊を指
揮統括した。乾隆18年から守・巡道で兵備銜を加えられたものは80人あまりであった
（328頁）。「江西吉南寧兵備道」は江西省の分巡道である「吉南寧道」（関務・水利・
駅伝を兼ね，州に駐在）
120に兵備銜が加えられたものである。「按察使」（正三品）は，
正式には「提刑按察使司按察使」といい，省レベルの最高司法長官である。光緒初年まで，
全国に18人いた（470頁）。花は官員が冠につけた孔雀の羽毛である（294頁）。
 「知府」（従四品）は府の長官であり，全国に185人の知府が置かれたが，清末には215
ポストに増加した。知州と知県を管轄した（391頁）。「同考官」は科挙試験において主考
あるいは総裁に協力して答案を読む官であり，山西省の郷試の同考官は 9名であった
（237頁）。
 「郎中」（正五品）は中央の部院の司の主官である。郎中の数は吏部は16人，戸部は36
人，礼部は11人，兵部は18人，刑部は38人，工部は26人，理藩院は12人であった
（436頁）。
 「監察御史」（従五品）は都察院の属官で，監察・弾劾・建言などを掌った。省の区分に
したがって，京畿・河南・江南・浙江・山西・山東・陜西・湖広・江西・福建・四川・広
東・広西・雲南・貴州の十五道に分けられていた。十五道の掌印監察御史，監察御史は満
洲28人，漢28人，合計56人であった。各省の裁判事務［刑名］を調査し，都の各役所
の政事を検査し，朝見の儀式を正した［糾参］（569頁）。「杭嘉湖兵備道温處兵備道」は，
浙江省の「分巡道」である「杭嘉湖道」（海防を兼ね，嘉興に駐在）と「温處道」（水利・
海防を兼ね，温州に駐在）121に兵備銜が加えられたことを意味する。
 按察使司のもとに置かれ，公文書の出納を掌ったのが「按察使経歴」（正七品）である
（470頁）。「運同」（従四品）は「同知塩運使司事」の略称で，塩運使の補佐官である（306
頁）。
	 「国子監典籍」（従九品）は国子監典籍庁の主官で，図書・碑・版などを管理した。定員
は一人である（377頁）。「授」がないので，実缺には含めなかった。

 第二節でふれたように，「難蔭」とは官員が国事のために死亡した場合に，その嗣子に
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官を与えることであり，「騎都尉」（正四品）は「世職」の一つである。「世職」は「世爵」
ともいい，9の爵位があり，27等に分けられていた（145頁）。
 「翰林院修」（従六品）は侍講の下，編修の上で，一甲一名の進士が除授された。著述・
記載を職掌とし，南書房および上書房で教習にあたったり，館局で編纂などの官に任ぜら
れたりした（484頁）。「翰林院侍読」（従五品）は著述・編集，日講［直経幄］を掌っ
た（385頁）。「日講」とは，皇帝が毎日講官を宮中に呼んで講義をさせる制度であり，日
講官は起居注官を兼ねたので「日講起居注官」と称した（86頁）。「日講起居注官」は，
皇帝の言行を記録［記注］して，それに基づいて「起居注冊」を編纂する官員である（551
頁）。
 「内閣中書」（従七品）は，内閣所属の各房・処・庫などの機構で，起草［擬］・記載・
翻訳・浄書・公文書の受け入れ発送などの公文書事務を掌った。漢中書の定額は30人で
あった。漢中書はおもに進士から補用されたが，挙人・生員から選補される者もいた。内
閣中書は一定の年限を経ると，部院主事に内昇あるいは同知・直隷州知州に外放されるこ
とが可能で，軍機章京に保送されることすらあった。進士出身の中書はさらに試差を考取
して考官として簡放されることもあった。したがって漢中書も清華の選に属し，品秩は高
くなかったが，前途は比較的広く，章服は翰林と同じであり，特に朝珠を掛けることを許
された（93頁）。「協侍読」の「侍読」は，「内閣侍読」
122（正六品）の可能性もあるが，
編集の仕事に関わっていることから，やはり「翰林院侍読」だと考えられる。「協」と
いうのは，内閣の副長官である「協大学士」などの場合に使われる。協大学士は雍正
9年に正式に設置されたが，最初は地位・名望に優れた尚書や総督を本官留任のまま補授
し，大学士のポストが空けば，最優先で補用された（215216頁）が，それが「侍読」に
も応用されたのではないだろうか。「経筵」とは，皇帝に経書・歴史を進講する礼儀であ
る（439440頁）。「軍機処」は内閣にかわって中枢となった機構である（273頁）。「行走」
とはある機構で職に任じられ仕事をすることだが，資格・職歴が比較的浅い官員が，比較
的高い職務につくときに用いられ，試用・実習の意を含むこともあった（246頁）。
 「翰林院庶吉士」は，新進士が選抜されて庶常館に入り，3年間学習するものである
（657頁）。趙鍾彦は順天府宛平県籍である123。
 「県丞」（正八品）には二種類あり，第一は知県の補佐官であり，糧馬・徴税・戸籍・逮
捕・河防などの仕事を，主簿と分担した。県丞は，どの県にも置かれていたわけではなく，
光緒初年に全国で345人しかいなかったという。第二の種類としては，河道総督の配下に，
37名の県丞が置かれ，各	の主官として，河務を専門に管理した（313頁）。「	」とはこ
の場合，管河州同・州判・県丞・主簿・巡検の役所の所在地である（268頁）。（54）の趙
興藻については，直隷保定府には「清河道」が駐在しており124，「管河県丞」は河道・河
庁に隷属して，各県の河工事務を処理するものであった（761762頁）から，第二の種類
の県丞であったと考えられる。佐雑官について述べておくと，県役所の「佐雑」は3種類
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に分けることができた。第1は「佐貳」すなわち補佐官であり，県丞・主簿などである。
第2は「属員」すなわち属吏であり，典史・巡検などがこれに当たる。第3は「雑職官」
であり，郵便・人夫車馬を管理する駅丞，商税を徴収する税課大使，食糧倉庫を守る倉大
使，水門を監視する閘官などであった。県丞は県の「ナンバー2［二把手］」なので「二
尹」（「尹」は地方長官）あるいは「左堂」（役所の左庁で政務を行ったためこう呼ばれる）
と称され，主簿は「三尹」と呼ばれた。だが，佐雑官は「冗官」であり，法律上も事件を
処理したり，租税を徴収したりすることは許されず，その権力は書吏にも及ばなかった。
ある県の仕事が煩雑で過重なとき，知県の負担を軽減するために置かれたのが県丞や主簿
であった。このような専門職能をもった県丞・主簿は自分の役所をつくって実際上独立運
行していた。知県の権力は知県一人に属するもので，「一人政府」と呼ばれた。さらに，
佐雑官の収入は非常に少なく，解任後に故郷に戻ることすらできないほどであった125。
 浙江台州府は，「京府」（順天府を指すが，留都・盛京の奉天府の体制も同様であった，
419頁）以外の「外府」である。「外府経歴」（正八品）は各府に一人置かれ，公文書の出
納と府役所の内部事務が仕事であった（434頁）。「塩提挙」（従五品）は「塩課提挙司」
の官員である。「塩課提挙司」は塩務を分管する機構で，産塩場の生産販売を掌った（560
頁）。
 「翰林院編修」（正七品）は「著述・編集，日講［直経幄］を掌った。殿試第一甲第二，
三名の進士が除授され，二甲進士も庶吉士になり散館後に除授されることがあった（724
頁）。「左春坊左賛善」（従六品）は詹事府左春坊の属官で，記注・著述［文］などを掌
る。漢員の場合，翰林院検討銜を兼ねる（153154頁）。趙振祚の場合は「検討」（従七品）
でなく「侍読」（従五品）の銜を「欽加」されている。「国史館纂修」も漢員の場合，「編
修・検討を充てる」126と規定されているので，「侍読」銜を与えられたのは，特別の恩典で
あろう。「国史館」は国史を編纂する機関であり，翰林院に属した（380頁）。「団練」と
は「団集訓練」，すなわち地方の官紳が編制・訓練した郷兵組織（238頁）であり，第2
節でふれたように，趙振祚は太平天国と戦った人物である。趙振祚は順天府宛平県籍であ
る127。
 「通判」（正六品）は，知府の補佐官の一つで，定員はなく，府属の糧・塩・督捕・江海
防務・河工水利・清軍理事・各族民人の撫綏などの仕事を，同知と分担した（606頁）。
 「安徽大営」は，太平天国時期の曾国藩の軍営である。「同知直隷州知州」とは「州同」
（従六品）である。州同は知州の補佐官であり，清代には各州に州同知一官が置かれ，府
同知と区別するために州同と呼ばれた。州の糧務・水利・海防・管河などの仕事を，州判
と分担した。清代には直隷州で州同を設けたもの20州，散州で州同（こちらも従六品）
を設けたもの32州であった（271頁）。
 「布政使司理問」（従六品）は各省の布政使司に置かれた理問所の官であり，裁判事務を
取り調べるのが職掌であったが，各省ではいずれも時と場所に応じて，置いたり廃された
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りで，定制はなかった（610頁）。
 の説明を参照。「雲騎尉」（正五品）は「世職」の一つである。
 「訓導」（従八品）は学官で，府・州・県学に一人おかれ，府教授・州学正・県教諭を助
けて生員の教育にあたった。光緒初めまで，全国で府・庁・州・県の訓導は1,512人いた
（190191頁）。
 「州吏目」（従九品）とは裁判事務の官であり，直隷州および散州に一人置かれた。奸盗
を除き，獄囚を監督［察］し，簿録を主管するのが職掌であった。光緒初めまで全国に
221人いた（209頁）128。
 「布政司経歴」（従六品）は，各省布政使司に一人置かれ，公文書の出納を，「都事」と
分担した（147頁）。
 「光禄寺署正」（従六品）は，光禄寺の大官・珍・良	・掌醢の四署に置かれた
129。

 「主簿」には三種類あり，第一が知県の補佐官である「県主簿」
130（正九品）であり，定
員はなかった。県の糧馬・徴税・戸籍・逮捕などを，県丞と分担したが，士人は主簿を雑
職とみなした。のちには大部分が廃止されて置かれなくなり，光緒初年には全国で55人
しかいなかった。第二は一部の卿寺に置かれたもので，「典簿」（正七品，従七品，従八品
など）とも呼ばれ，公文書を専掌した。第三に河道総督の属下に主簿が42人おり，各
の主官として河務を専管した（187，377頁）。
 「提督学政」（略して学政）は，各省に欽派された教育行政長官である（405頁）。
 「直隷州州判」（従七品）は，直隷州知州の補佐官である（367頁）。定員はなく，州内
の督糧・捕盗・海防・水利などを，州同と分担した。全国に直隷州州判35人，散州州判
（どちらも従七品）35人が設けられていた（271頁）。
 「典史」（未入流）は知県の属官で，各県に一人おかれ，獄囚の点検［稽検］を管理した。
県丞・主簿が欠員となると，典史がその仕事を兼ねたので，「某県右堂」と尊称されるこ
ともあった。光緒初年まで全国で1,296人いたという（377頁）。
 「提学」は「提督学政」のことであり，鄧鍾岳は江南学政であった
131。
 の説明を参照。
 「翰林院待詔」（従九品）は翰林院待詔庁の主官であり，浄書・校勘を掌った（502頁）。
 宗人府，内閣，翰林院，詹事府，文淵閣，中書科，上諭館，内廷三館，修書各館，各衙
門則例館などには，それぞれ書吏が若干名置かれ，「供事」「書」と称した。京吏の一種
である（387頁）。，，の破線を付した部分が，書吏にあたる。「巡検」（従九品）
は「巡検司巡検」の略であり，盗賊を逮捕し，悪徒を詰問するのを職掌とし，州県の関津
険要に置かれた132。光緒初めまで全国に935人いた。警官のようなものであった（282
頁）133。
 泥司は安徽省廬州府無為州の泥巡司
134，頭司は広東省嘉応直隷州平遠県の頭巡
司135である。
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 三水司は，広東省広州府三水県の三水巡司
136である。
 「吏員」とは，おそらく「非経制」の吏である。「吏」には正規の手続きを経た「経制」
の吏と臨時の「非経制」の吏があり，経制の吏は3万人あまりにも達し，全国文官の数を
はるかに超えていたが，非経制の吏はさらに多かった（209頁）。
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TheHistoryoftheZhaoFamilyofGuanzhuangVilage
inChangzhouPrefecture（3）
KaoriAsanuma
3.ThedegreesandtheofficialpositionsheldbythemembersoftheZhaoFamily
Afterthe26thgeneration,theZhaoFamilyconsistedofthesevenbranchesliving
insidethewalsofChangzhoucityandthethreeoutside.Theformerheldmanyde-
greesandofficialpositions,whilethelatterheldfew.Amongthebranchesinsidethe
wals,twoprosperedparticularlywel:theDianzhuan-gongbranch（thedescendantsof
ZhaoXiong-zhao）andtheTaiyuan-gongbranch（thedescendantsofZhaoFeng-zhao）.
ThissectionfocusesontheofficialsoftheTaiyuan-gongbranchforthreegenerations,
namely,ZhaoZhong-shu,ZhaoRen-jiandZhaoLie-wen.Alofthemheldsomekindof
degreeaswelasanofficialposition.Theirlivesshowusmanyaspectsofofficialdom
intheQingperiod,forexample,thecareer-pathsofJinshi（theholdersofthehighest
examinationdegree）,Juren（theholdersoftheintermediatedegree）andJiansheng
（studentsoftheImperialAcademy）.
